
  

 

 

くさつ健幸ガイドブック～草津市健幸都市づくり基本方針～（案）に関する 

パブリックコメントの実施結果について 

 

実施結果 

１ 実施期間    令和４年１２月２３日（金）から令和５年１月２３日（月）まで 

２ 意見者数    １人  

３ 意見総数    ９件（意見の内容および意見に対する市の考え方は別添のとおり）

４ 意見の反映件数 ４件 

 

 

周知方法  

広報媒体 実績 

基本方針案(本編)の配架 配架場所（閲覧者数） 

・健康福祉政策課     （  ０人） 

・情報公開室       （  ０人） 

・草津市立図書館     （  ０人） 

・南草津図書館      （  ０人） 

その他の配架場所 

・草津市社会福祉協議会  （  ０人） 

資料送付 送付数：   ０件（団体０件、個人０件） 

個別説明 説明数：   ０件 

市ホームページ アクセス数：５３件（１月２４日確認） 

広報紙 １２月１日号 

資料提供 １２月２１日付け 

その他（       ）  

 

概要版のみ掲示施設 

 ・各地域まちづくりセンター（１４箇所）    ・各隣保館（４箇所）   

・アーバンデザインセンターびわこ・くさつ   ・市民総合交流センター 

・草津市立図書館               ・南草津図書館 

 

結果公表 

・市ホームページ ３月１日から 

・広報紙     ３月１日号 

・資料配架    ３月１日～８月３１日（予定） 

配架場所 ・健康福祉政策課 ・情報公開室 ・草津市立図書館 

     ・南草津図書館  ・草津市社会福祉協議会 

  

 

 

資料１ 



  

提出された意見と市の考え方             …反映させた意見 

                            

No 意見（ページ数） 市の考え方 

1 

（Ｐ３） 

上段の市の回答について、「市民の皆

さまには自分の健幸づくりをしていた

だき、行政としては市民の皆さまの健

幸づくりをサポートする仕組みづくり

や住みやすいまちづくりをすることが

必要だと考えています。草津市におい

て、更なる少子高齢化や人口減少を迎

えることになりますが、環境の変化に

十分対応できるまちづくりを行ってい

きます。」としてはどうか。 

 

前半部分の健幸都市を実現するため

に、市は何をするのかについては、次の

４頁の上段の市の回答において、同様の

内容を記載しておりますことから、現行

表記のままといたします。 

後半部分につきましては、ご指摘の点

を踏まえ、「～（略）～更なる少子高齢化

や人口減少を迎えることになりますが、

そうした環境の変化に柔軟に対応して

いくためには、市民の皆さまに～（略）」

に表記を変更いたしました。 

２ 

（Ｐ４） 

下段の市の回答について、「まずは、

健幸という言葉と草津市が健幸都市を

目指していることを知っていただきた

い。次に健幸になるためにできること

は何かを考え、できることから行動に

移してほしい。そして家族や仲間と健

幸について話し合ってもらえたらと思

っています。健幸になるために行動す

る具体的な例は 10～17 頁にまとめて

います。」としてはどうか。 

 

前半部分の市民の皆さまに「健幸とい

う言葉や草津市が健幸都市づくりに取

り組んでいることを知っていただくこ

と」は、市として大変重要な点であると

認識しておりますが、ここでの文脈にお

いては、そこを知ってもらった上で皆さ

まにお願いしたい取組の方向性を記載

しておりますことから、現行表記のまま

といたします。 

後半部分につきましては、ご指摘の点

を踏まえ、「～（略）考えること、また、

身近な人と「健幸」について話し合うこ

とから始めて欲しいです。～（略）～」

に表記を変更いたしました。 

３ 

（Ｐ１０） 

「②歩くこと・運動」を、「②体を

動かすこと（日常の生活活動、運動等）」

に変更してはどうか。 

 

市といたしましては、身体活動の中で

も、特に無理なく気軽に行うことのでき

る歩くこと（ウォーキング）を重点的に

実践（習慣化）していただきたいと考え

ておりますことから、当該項目は現行表

記のままといたします。 



  

４ 

（Ｐ１０） 

「②歩くこと・運動」のあなたへの

メッセージに、「体を動かすことの効

果を知り、スキマ時間も利用しましょ

う。」「座りすぎのリスクを知り、６

０分に１回は体を動かす習慣にしまし

ょう。」を追記してはどうか。 

 

上記３のとおり、市といたしまして

は、ここでは特に歩くこと（ウォーキン

グ）の健幸上の効果を伝えたいと考えて

おりますことから、現行表記のままとい

たします。 

５ 

（Ｐ１０） 

「③休養・こころの健康づくり」を、

「③睡眠・休養・こころの健康づくり」

に変更してはどうか。 

 

睡眠は休養の一部に含まれていると

いう認識であること、また、健康増進の

取組を推進するための関連計画「健康く

さつ２１（第２次）」においても、同じ表

記としておりますことから、現行表記の

ままといたします。 

６ 

（Ｐ１０） 

「③休養・こころの健康づくり」の

あなたへのメッセージに、「睡眠前の

飲食やパソコン・スマホを控えて質の

よい睡眠を確保する。」を追記しては

どうか。 

 

睡眠を確保することの重要性につき

ましては、３３頁のコラム（健幸知識補

給）において記載がありますことから、

現行表記のままといたします。 

 

７ 

（Ｐ３１） 

座りすぎをなくして病気のリスクを

防ぐため、以下のクイズを第 8 問とし

て追加してはどうか。 

Q：日本人は世界一座りすぎる国民であ

る。」 

A 答えは…〇 

座りすぎは血流を悪くし、代謝機能の

低下、腰、肩、首に負担がかかります。

座りすぎは肥満、高血圧、糖尿病など

の病気の座りすぎは肥満、高血圧、糖

尿病などの病気の原因になります。６

０分に１回は体を動かすとよいといわ

れています。 

 

紙面の頁数の都合上、ご提案の内容の

追加はできかねますので、ご理解賜りま

すようお願いします。 

なお、いただいた内容（長く座ること

のリスク）については、今後の啓発活動

の中において、周知してまいります。 

 

 

 



  

No 意見（ページ数） 市の考え方 

８ 

（Ｐ３３） 

「バランスの取れた食事」に対する

説明文を、「糖質、タンパク質、脂質、

ビタミン、ミネラル等バランスよく栄

養をとりましょう。」に変更してはど

うか。 

 

ご指摘の点を踏まえ、表記を変更いた

しました。 

９ 

（Ｐ３３） 

３つのポイントに加えて、「④スト

レス対策 体を動かすことが、ひとつ

の対策になります。」を追記してはど

うか。 

 

ストレスにより、自律神経のバランス

が乱れ、免疫力にも影響を及ぼすことが

考えられることから、ご指摘の点を踏ま

え、「④ストレスへの対処 気分転換や

リラックスでストレスを解消しましょ

う。」を追記しました。 

 

▼原案への反映について 

 パブリックコメント実施結果を踏まえ、必要なものについて原案への修正を行います。 


